
まなび通信 
特別支援教育コーディネーター研修と兼ねて開催しました。講師には、新庄養護

学校相談支援部の舟生繭子先生、樋渡真智子先生をお迎えし、「特別支援教育コーデ

ィネーターの役割～個別の教育支援計画・指導計画の活用と巡回相談の実際から～」について御講義いた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後半の演習では、事例をもとに児童生徒の実態を書き出し、提供可能な合理的配慮（〇〇したらできる）

や支援の手立てを考えました。 

◆ 最上教育事務所研修通信  

第 ６ 号  

◆ 令和６年１月１８日 

◆ 最上教育事務所指導課 

 

特別支援教育コーディネーターの役割 

１ 学校内の児童等の実態把握と情報収集の推進 

２ 校内関係者や関係機関との連絡調整 

３ 各学級、担任への支援 

４ 巡回相談員や専門家チームとの連携 

個別の教育支援計画・指導計画 

～新庄養護学校での活用例～ 

○個別の教育支援計画 

毎年手書きで修正・加筆して、３年おきにデータを

更新。支援の経歴・変化がわかるようにしている。 

○個別の指導計画 

各教科、学習指導要領を参照しながら３観点の目標

を立て、評価時は複数の教員で評価会を行う。個別の

指導計画を通知表として活用する。 

引き継ぎたい大事な情報 

○個人のプロフィール 

・診断名（障害の特性や留意事項） 

・服薬状況    

・手帳の有無   

・実態や支援の状況 

・合理的配慮   

・関係機関 

○これまでの学習状況 

【参加者された先生方の感想】 

・先生方との会話を通して、とても勇気をもらいま

した。先生方のアイディアを、自分のクラスでも

やってみようと思います。 

・対応について教員間で密に共通理解を図っていく

ことが大切だと学びました。本人の意欲を尊重

し、よさを伸ばしていきたいです。 

事例は、インクルDB 

「合理的配慮」実践事例データベース」より 

（国立特別支援教育総合研究所） 

https://inclusive.nise.go.jp/ 

 

参加者がまとめたワークシート 

https://inclusive.nise.go.jp/


 

講師に、新潟大学大学院の長澤正樹教授をお招きし、「インクルーシブ教育の

推進―通常の学級における特別支援教育実施に向けて―」をテーマに御講義いた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年の特別支援教育は、三層モデルの考え方が主流となっています。１層目は、通常の学級の全員

を対象に「共通する対応」を行います。バリアを減らし、全ての子どもがわかりやすく参加できるよ

うな学習環境、つまり「学習のユニバーサルデザイン」が基本となります。そこで結果を出せなかっ

た児童生徒に対しては「よりきめ細やかな対応」を、またそこで結果が出せなかった児童に対しては

「専門的対応」を行っていくという考えです。どの場で学んでも子どもの能力を最大限伸ばすのが

教育の役目であり、インクルーシブ教育のポイントであることを御教授いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会を通して、先生方が新たな学びを得るとともに、参加された先生方との情報交換がとても有意義

だったとの声が多くありました。令和６年度の特別支援教育研修会も、春と秋に開催する予定です。期

日が近づきましたら、各学校へ案内を送付します。多数の御参加をお待ちしています。 

【参加者された先生方の感想】 

・特別支援は特別なものではなく、当たり前の権利であ

ることを学校が発信していくこと、子どもも支援を求

められるようになることが必要だと感じました。 

・通常学級にも特別支援学級にも共通して指導できる内

容がたくさんありました。合理的配慮は本人が望むこ

と、本人が認めている（納得している）ことが大事だ

と知り、勉強になりました。 

・クラスの子どもたちを思い浮かべながらお話を聴かせ

ていただきました。子どもたち一人ひとりの思いをよ

く聞き、受け止め、力を付けていきたいと思います。 

長澤研究室ホームページ 

（特別支援教育・発達障害の情報、 
講演会の資料など） 


